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マイボトルユーザーにやさしい街おおさか

おおさかマイボトルパートナーズとは

マイボトルの普及による使い捨てプラスチック容器の使用削減

新 た な 給 水 ス ポ ッ ト 設 置 府 民 の マ イ ボ ト ル 携 帯 率
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おおさかマイボトルパトナーズ メンバー

NPO等 行 政

水道事業
教育

SDGサポーターズ

大阪府大阪府民環境会議

大阪市

吹田市

東大阪市

泉大津市

熊取町

島本町

企業

大阪市水道局

メンバー数

47 2022／7／15 現在

イケア・ジャパン

ボトルト イモタニ 4



おおさかマイボトルパートナーズとは

おおさかマイボトルパートナーズが共創する

「ステハジ」プロジェクトの取り組み紹介

「ステハジ」プロジェクトとは

5



衛 生 管 理ア ル カ リ 自 販 機ウォータークーラー業務用・産業用家 庭 用 フ ラ ン チ ャ イ ズ

社 名 ： 株 式 会 社 O S G コ ー ポ レ ー シ ョ ン （ 東 証 ス タ ン ダ ー ド 市 場 6 7 5 7 ）
本 社 ： 大 阪 府 大 阪 市 北 区 天 満 1 － 2 6 － 3 O S G 本 社 ビ ル
設 立 ： 1 9 7 0 年 8 月 2 9 日
代 表 者 ： 代 表 取 締 役 社 ⾧ 山 田 啓 輔
従 業 員 ： 5 0 5 名 （ グ ル ー プ ）

家庭の調理・飲料水

企業での給水 など

厨房での調理水・飲料用

飲料水製造

医療・食品・施設など、

多様な衛生除菌管理

全国のドラッグストアで

専用ボトルで

アルカリイオン水の給水

学校・交通機関

公共施設・集客施設 など
水にこだわる高級食パン
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専門的な知識や情報がなくても、子供から高齢者まで、全ての世代が一緒になって取組める
7

“使い捨ては恥ずかしい” という考え方を通して

誰でも（Everyone） 子供から高齢者・企業・自治体など 、

毎日（Everyday）、どこでも（Everywhere） 少しの意識と行動で、

海洋プラスチック問題や使い捨てから生まれる、その他様々な社会課題を

個人・企業・自治体が一体となって 啓発・実践し、みなさんと共に行動

変容に取組むプロジェクトです。

「ステハジ」プロジェクト
・・ ・

「ステハジ」プロジェクトとは

「さあ、みんなで サステナブル はじめよう」
・・ ・・



「TEAM EXPO 2025」プログラム ／ 共創パートナー
「共創チャレンジ（SDGsの実践企画）の創出」・「支援」を行う企業として参加
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大阪・関西万博
「TEAM EXPO 2025」プロジェクト

大阪・関西万博「TEAM EXPO 2025」プロジェクト共創パートナー登録

共創パートナー



「ステハジ」プロジェクト 共創メンバー
企業・団体・自治体との

※ 8月 1日現在
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世界が直面する多様な社会的問題

海洋プラスチック汚染 地球温暖化
度に抑える1.5800 万t/年

社会課題の「規模が大きすぎて」
「自分ゴト化」がしにくい



「TEAM EXPO 2025」プログラム
「ステハジ」が取り組む 2つの共創チャレンジ
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身近な生活習慣から取り組み「自分ゴト化」のキッカケ



「ステハジ」プロジェクト

「ペットボトル50億本削減」チャレンジ

「ステハジ」プロジェクト

「みんなで拡げる給水スポット」チャレンジ

1

2
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「ステハジ」プロジェクトが取り組む ２つの共創チャレンジ



「ステハジ」プロジェクト

「ペットボトル50億本削減」チャレンジ1
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「ステハジ」プロジェクトが取り組む ２つの共創チャレンジ



→

ペットボトル 244億本生産／年

ペットボトル市場 新たな市場

※PETボトルリサイクル年次報告書2019
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Reduce
リデュース

ごみを出さない／減らす

Reuse
リユース

Recycle
リサイクル



マイボトルの啓発

飲み物をマイボトルで持ち歩く日常(未来)
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「ステハジ」プロジェクト

「みんなで拡げる給水スポット」チャレンジ2
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「ステハジ」プロジェクトが取り組む ２つの共創チャレンジ



自宅が給水スポット
いつでも

出かけるときには
マイボトルに飲み物を給水

職場や学校、スーパー・ドラッグ
など、人が集まる場所で

ボトルの中身が無くなれば
給水できる場所

私 の給 水 スポッ ト み んな の 給水ス ポット私 たち の 給水ス ポット

誰でも給水できる場所
どこでも給水が当たり前、

交通・公共施設/飲食店/複合施設などが
給水場所
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３つの給水スポット 給水が新たな日常（未来）持続可能な社会システム



“熱中症予防”対策
2015年以降、５万人を超える人達が緊急搬送されています。
しかし、熱中症は誰でも対策を行えば予防ができます。
その対策の一つに「こまめな水分補給」があります。 給水できる環境は、熱中症対策にもつながっています。
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給水スポットが増える事が「夏の社会的健康課題 “熱中症”」の予防啓発



会場建設中も “ステハジ” 実践

開催中だけでなく建設時から ”ステハジ” & 熱中症対策

交通・宿泊・飲食などで
誰もが給水できる

大阪・関西万博
2025年4月13日 開催

〈 建 設 期 間 中 〉 〈 開 催 期 間 中 〉
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大阪・関西万博建設・交通・宿泊・飲食あらゆる環境で Reduse 実践
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オンラインセミナー情報発信



2022年2月18日に 日本経済新聞社 及び 日経BPが主催するイベント
「日経NIKKEI SDGs FESTIVAL 」 SDGs万博・未来構想～持続可能なまちとくらし～
弊社代表取締役社⾧の山田が登壇いたしました。

日経チャンネル動画

23

日経新聞主催 日経SDGsフェス - 2025年大阪・関西万博に向けて -情報発信



大阪府 ／ 大阪市水道局
「ステハジ」プロジェクト啓発
「かりかえ」実証実験 会場内のペットボトル持ち込み制限
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大阪観光局主催 大阪MICEビジネス・アライアンスセミナー情報発信



司会は、国民的キャラクター「ムック」。
イベントでは「ステハジ」プロジェクトの紹介とムックと一緒に “使い捨て” について啓発しました。
スペシャルゲストには、大阪・関西万博公式キャラクター「ミャクミャク」をデザインされた山下浩平さんも登壇。
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「EXPO PLL Talks」登壇情報発信



世界オンライン同時開催 ( 2 0 2 1 年 1 1 月 ビ ー チ ク リ ー ン イ ベ ン ト )

フィリピン／インドネシア／ 日本
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イベント啓発
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イベント啓発 潮干狩りの前にみんなで「プラ干狩り」 ( 2 0 2 2 年 4 月 ビ ー チ ク リ ー ン イ ベ ン ト )
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３R 啓発イベント

ユニリーバ・ジャパン 湖池屋「ステハジ」プロジェクト
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イベント啓発

2022年6月イオン幕張で
環境省が啓発するRe‐S ty l eイベントに参加



主催：TEAM EXPO FES 実行委員会（ソニー・ミュージックエンターテインメント／ FM802 ／ 三菱総合研究所）

後援：公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会／大阪府／大阪市／箕面市／箕面市教育委員会

協賛

イベント啓発 大阪・関西万博“ほぼ”1000日前イベント
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イベント会場
熱中症対策

会場全体の給水環境を準備１

マイボトル無料貸し出し２

会場スタッフマイボトル３
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２t 提供

大阪・関西万博“ほぼ”1000日前イベントイベント啓発

啓発冊子の配布４



OSGグループが全面サポート

プ ラ 干 狩 り 体 験 イ ベ ン ト

2 0 5 0 年 海 洋 プ ラ ス チ ッ ク ご み 体 験 イ ベ ン ト
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私たちの食卓に並ぶアジと日常生活から発生するプラスチックごみを用いた
“2050年の未来体験”を来場者1,000名以上のみなさんに実施いただきました。

子供から高齢者まで様々な来場者の方に “楽しく” 社会課題を体験して行動変容のキッカケに
つなげていただくためのイベント「プラ干狩り体験」には、1,500名以上のみなさまに参加い
ただきました。

2050年海洋プラスチックごみ／プラ干狩り体験イベントの様子イベント啓発

水槽提供：a.c.c
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“こどもの コエ を おとなの エコ につなげる”
子供たちは、毎日学校に通うときには、「マイボトル」を持って通学をしています。

大人たちから 朝、「水筒を持った?」の声に 素直に子供たちは「持ったよー!」

あれ? 大人たちは「毎日持ち歩いているのかな?」

家族でビーチクリーン「ごみ拾い」をしていると・・・・・

いっぱいになった、ごみ袋をみて

子供が「これって大人が捨てたごみばかりだよね?」

その多くが「大人」の日常から生まれている事に気が付きます。

「コエエコ」プロジェクト

こども達の気づきや学びから、大人たちへの行動変容へ。
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大阪府が府下の全小学校へ「環境教育教材冊子」を配布。

先生たちが、この「環境教育教材冊子」を使って

生徒（小学校５年生）たちへ環境に関するSDGs授業を実施。

先生が生徒たちに伝える環境課題に対しの企業・自治体での取組みについて

「ステハジ」プロジェクト事例を共有しています。

SDGsネイティブの育成につなげたい

環境教育教材冊子との連携
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専門的な知識や情報がなくても、子供から高齢者まで、全ての世代が一緒になって取組める
40
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「ステハジ」プロジェクト
・・ ・

「ステハジ」プロジェクト

「さあ、みんなで サステナブル はじめよう」
・・ ・・




